
彦根城博物館だより 131
Hikone Castle Museum News 

2020.12.1 

十
八
世
紀
後
半
、
日
本
近
海
に
外
国
船

が
し
ば
し
ば
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
海か

い

防ぼ
う

強
化
は
多
く
の
藩
に
関
わ
る
主
要
な
政

治
課
題
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
彦
根
藩

で
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
は
有

事
に
緊
急
出
動
可
能
な
精
鋭
部
隊
「
小こ

手て

分わ
け

組ぐ
み

」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
腰こ

し

物も
の

武ぶ

器き

馬ば

具ぐ

類る
い

記き

」
に
は
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
小
手
分
組
に

属
し
た
知ち

行ぎ
ょ
う

取と
り

藩は
ん

士し

の
宇う

津つ

木ぎ

六ろ
く

之の

丞じ
ょ
う

が

急
な
出
陣
の
際
に
持
参
す
る
武
具
の
ほ

か
、
彼
が
戦
地
に
引
き
連
れ
る
家
来
の
武

具
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
末
期

の
軍
事
的
な
動
員
に
あ
た
り
、
自
前
で
武

備
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
一
知

行
取
藩
士
の
家
に
お
け
る
、
家
来
や
武
具

の
数
、
構
成
の
全
体
を
具
体
的
に
示
す
史

料
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

12
月
～

月
1

2020
年

2021
年

 

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

11
27

（金）

12
24

戦
に
備
え
る

　
　

 

― 

彦
根
藩
の
武
具
管
理 
―

江
戸
時
代
、
世
の
中
が
平
和
に
な
る
に
従

い
、
甲
冑
な
ど
の
武
具
が
実
戦
で
用
い
ら
れ

る
機
会
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
武
具
は
、
元
来
戦
士
で
あ
る

武
士
に
と
っ
て
自
身
を
象
徴
す
る
必
需
品
で

も
あ
っ
た
た
め
、大
切
に
管
理
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
末
期
に
は
、
再
び
戦
闘
で
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
修
理
や
貸
借
も
頻
繁
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
館
蔵
品

の
古
文
書
な
ど
か
ら
、

彦
根
藩
の
武
具
管
理
の

実
態
と
軍
事
体
制
の
一

端
を
紹
介
し
ま
す
。 （木）

※
12
／
15
は
休
館

御
宝
蔵
虫
干
御
用
留

展
示
解
説

■
日　

時　

11
月
28
日
（
土
）
14
時
～
（
40
分
程
度
）

■
講　

師　

北
野
智
也
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

25
名
（
先
着
順
）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

1
1

（金・祝）

2
2

（火）

日
本
の
美
術
工
芸
品
に
は
、
子
ど
も
に
ま

つ
わ
る
様
々
な
作
品
が
あ
り
ま
す
。
健す
こ

や
か

な
成
長
を
祈
る
節
句
の
人
形
や
、
絵
双
六
な

ど
の
遊
び
道
具
、
装
束
と
い
っ
た
、
子
ど
も

の
身
近
で
用
い
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
吉

祥
を
意
味
す
る
大
勢
の

唐か
ら

子こ

を
描
い
た
絵
画
な

ど
、
子
ど
も
を
題
材
と

し
た
作
品
も
数
多
く
作

ら
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
営
み
と
、
そ

れ
に
関
わ
る
多
様
な
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

唐
子
遊
図
（
個
人
蔵
）

子
ど
も
を
め
ぐ
る
美
術

　
　

 

― 

祈
り
か
ら
遊
び
ま
で 

―

展
示
解
説

■
日　

時　

１
月
９
日
（
土
）
14
時
～
（
40
分
程
度
）

■
講　

師　

茨
木
恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

展
示
室
１

特
別
公
開

　

江
戸
時
代
、
大
名
家
で

は
、
姫
君
の
婚
礼
に
際
し

て
、
調
度
や
雛
道
具
な
ど

の
道
具
一
式
を
調
え
て
婚

家
に
持
参
す
る
慣
わ
し
が

あ
り
ま
し
た
。
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）、
井
伊
家
十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息

女
弥や

千ち

代よ

（
一
八
四
六
～
一
九
二
七
）
が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際
に
も
、

大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と
と
も
に
、
雛
と
雛
道

具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
弥
千

代
の
雛
と
雛
道
具
を
、
地
元
の
旧
家
に
伝
え

ら
れ
た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と
と
も
に
一
挙

に
公
開
し
ま
す
。
桃
の
節
句
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
雛
の
飾
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
5

（金）

3
8

雛ひ

な

と
雛
道
具

（月）

弥
千
代
の
雛
道
具

展
示
解
説

■
日　

時　

２
月
６
日
（
土
）
14
時
～
（
40
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

　

書
物
を
読
み
、
詩
作
に
ふ
け
り
、
画
を
描

き
、
時
に
楽
を
奏か
な

で
る
と
い
う
知
的
な
営
み

を
行
う
た
め
の
部
屋
は
、
書
斎
、
あ
る
い
は
文ぶ
ん

房ぼ
う

と
呼
ば
れ
ま
す
。
書
斎
で
用
い
る
筆
や
硯
す
ず
り

な
ど
の
筆
記
具
、
机
や
棚
な
ど
の
調
度
品
は

文
房
具
と
総
称
さ
れ
、
古
来
、
道
具
と
し
て

の
機
能
性
が
追
究
さ
れ
る
と
と
も
に
、
室
内

を
飾
る
美
術
品
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
占

め
、
鑑
賞
の
対
象
と
も
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
井
伊
家
伝

来
品
を
中
心
に
、
多
彩
な

魅
力
を
持
つ
文
房
具
の

数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

3
12

（金）

4
13

（火）

書し

ょ

斎さ

い

の
美

　
　

   

― 

文
房
具
愛あ

い

玩が

ん 

―

展
示
解
説

■
日　

時　

３
月
13
日
（
土
）
14
時
～
（
40
分
程
度
）

■
講　

師　

奥
田
晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
会　

場　

当
館
講
堂　
　

■
参
加
費　

無
料

■
定　

員　

35
名
（
先
着
順
）

紫
水
晶
鶏
太
鼓
硯
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研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

武
具
管
理
か
ら
み
え
る

　
　
　
　
　
　
　

彦
根
藩
の
足
軽

　

彦
根
藩
の
足
軽
は
、
弓ゆ

み

組ぐ
み

六
組
と
鉄て

っ

砲ぽ
う

組ぐ
み

三
十
一
組
で
構
成
さ
れ
、
各
組
に
二
人
置
か
れ

た
手て

代だ
い

を
加
え
て
都
合
千
百
九
十
四
人
の
軍
事

集
団
で
す
。
各
足
軽
組
は
、
藩
主
か
ら
物も

の

頭
が
し
ら

（
知ち

行ぎ
ょ
う

取と
り

藩は
ん

士し

）に
預
け
ら
れ
て
○
○
組（
○
○

は
物
頭
の
名
前
）と
称
さ
れ
、
組
内
は
手
代
に

よ
っ
て
統
率
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
幕
末
の
有
事

に
は
最
前
線
の
歩
兵
部
隊
と
し
て
戦
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
彦
根
藩
の
足
軽
が
活
躍
し
た

要
因
を
、
彼
ら
の
武
具
管
理
の
実
態
か
ら
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

彦
根
藩
の
足
軽
の

姿
が
垣
間
見
え
る
良

質
な
史
料
群
に
、
弓

組
の
手
代
を
勤
め

た
佐
藤
家
に
伝
わ

る
「
彦
根
藩
足
軽
佐

藤
家
文
書
」（
以
下

「
佐
藤
家
文
書
」
と

す
る
）が
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
の
「
御お

ん

武ぶ

具ぐ

御お
ん

修し
ゅ
う

覆ふ
く

留と
め

」
と
い

う
足
軽
の
武
具
を
修

復
し
た
際
の
記
録
に

よ
る
と
、
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）に
細さ

い

工く

奉ぶ

行
ぎ
ょ
う

が
保
管
庫
で
あ
る
彦
根
城
の
櫓

や
ぐ
ら
を
見
分
し
、「
組

渡
り
御
武
器
」（
足
軽
組
に
渡
る
藩
主
の
武
器

の
意
）の
う
ち
番ば

ん

具ぐ

足そ
く

二
十
領
全
て
を
、
藩
主

の
諸
道
具
修
復
を
担
う
御お

ん

細さ
い

工く

方か
た

に
修
理
さ
せ

た
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
足
軽
の
具
足
が
「
組

渡
り
御
武
器
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
組
織
上

足
軽
が
藩
主
直
属
の
家
臣
で
、
彼
ら
の
武
具
は

藩
主
が
支
給
し
た
も
の（
究
極
的
に
は
藩
主
の

も
の
）と
認
識
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
足
軽
が
戦
闘
で
用
い
る
武
具
は
、
藩

主
―（
物
頭
）―
足
軽
組
と
い
う
縦
の
関
係
が
前

提
と
な
っ
て
調
え
ら
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
元
治
元
年（
一
八
六
四
）八
月
頃
に
手

代
の
佐さ

藤と
う

友と
も

右う

衛え

門も
ん

が
作
成
し
た
と
推
測
さ
れ

る
「
小お

幡ば
た

組ぐ
み

武ぶ

器き

返へ
ん

済さ
い

覚お
ぼ
え

」（「
佐
藤
家
文
書
」）

に
は
、
小お

幡ば
た

二じ

郎ろ
う

八は
ち

組
が
他
の
足
軽
組
か
ら

具
足
八
十
二
領
の

「
返
却
」
を
一
旦
受

け
た
後
、
こ
れ
ら

三
十
五
領
を
御
細

工
方
へ
、
四
十
七

領
を
さ
ら
に
別
の

足
軽
組
へ
「
返
却
」

し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
、
先
に
紹
介

し
た
御
細
工
方
が

足
軽
組
へ
具
足
の

貸
し
出
し
も
行
っ

た
こ
と
や
、
足
軽

組
の
組
間
で
具
足

の
貸
借
や
又
貸
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
組
間
で
の
こ
う
し
た
貸
借
は
「
佐
藤
家

文
書
」
の
中
で
も
幕
末
期
に
多
く
、
そ
の
時
期

に
は
御
細
工
方
に
よ
る
修
復
や
貸
し
出
し
だ
け

で
は
武
具
が
賄
え
ず
、
組
間
で
の
融
通
が
不
可

欠
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
手
代
が

担
っ
た
点
も
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
佐
藤

家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
他
の
貸
借
関
係
の
史
料

で
も
同
様
で
、
書
類
の
作
成
者
や
宛
先
の
大
半

は
各
組
の
手
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
組
で
必

要
な
武
具
を
揃
え
る
に
あ
た
り
、
手
代
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
宛
先
に
「
御お

ん

武ぶ

器き

掛か
か

り
佐
藤
友
右
衛

門
」
や
「
御お

ん

武ぶ

器き

御お
ん

調
と
と
の
え

懸か
か

り
衆

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

」
と
記
さ

れ
る
も
の
も
あ
り
、佐
藤
家
が
「
御
武
器
掛
り
」

（
お
そ
ら
く
「
御
武
器
御
調
懸
り
衆
中
」
の
一

員
）と
し
て
、
組
間
で
の
武
具
貸
借
の
調
整
役

を
担
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
が
手
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
鑑
み
れ

ば
、「
御
武
器
御
調
懸
り
衆
中
」
は
複
数
人
の

手
代
で
構
成
さ
れ
た
集
団
で
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
足
軽

の
武
具
調
達
は
、
手
代
を
中
心
的
な
担
い
手
と

し
て
組
同
士
の
貸
借
で
不
足
を
補
う
と
い
う
、

足
軽
組
の
横
の
関
係
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と

い
え
ま
す
。

　

彦
根
藩
の
足
軽
が
幕
末
の
有
事
に
活
躍
で
き

た
一
因
に
は
、
こ
う
し
た
足
軽
組
を
め
ぐ
る
縦

の
関
係
と
横
の
関
係
に
基
づ
い
た
有
効
な
武
具

管
理
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
（
北
野
智
也
）

御
武
具
御
修
覆
留

（
個
人
蔵
）

小
幡
組
武
器
返
済
覚

（
個
人
蔵
）

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

　

彦
根
城
博
物
館
は
、
令
和
三
年
二
月
十
一
日

に
、
開
館
三
十
四
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
日
は
、

ご
観
覧
の
皆
様
に
、
博
物
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
や
、
彦
根
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ひ
こ

に
ゃ
ん
の
グ
ッ
ズ
な
ど
の
記
念
品
を
く
じ
び
き

で
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
開
館
記
念
日
に
は
、
観

覧
と
と
も
に
、
く
じ
び
き
に
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

■
日
時　

　

２
月
11
日
（
木
・
祝
）
８
時
30
分
～
17
時

　
　
　
　
（
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
会
場　

当
館
脇
見
所

　

＊
く
じ
び
き
へ
の
ご
参
加
は
、
ご
観
覧
の
方

　
　

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

＊
記
念
品
の
内
容
は
、
当
日
公
開
し
ま
す
。

　

彦
根
城
博
物
館
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
子
ど
も
向
け

の
解
説
ペ
ー
ジ
「
探
検
し
よ
う
！
彦
根
城
博
物

館
」
が
あ
り
ま
す
。
彦
根
城
博
物
館
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？
彦
根
の
お
殿
様
っ
て
ど
ん
な
人
？

な
ど
の
疑
問
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
お
知
ら

せ
な
ど
で
も
、
子
ど

も
向
け
の
解
説
を

ア
ッ
プ
し
て
い
く
予

定
で
す
。
こ
ち
ら
も

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

彦
根
城
博
物
館
Ｈ
Ｐ
の

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ペ
ー
ジ



編集・発行 〒522-0061	 滋賀県彦根市金亀町１番１号
	 TEL 0749（22）6100　 FAX 0749（22）6520
	 https://hikone-castle-museum.jp/

この印刷物は 6000 部作成し、印刷単価は約 16 円です。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

12
月
～

月
3

 

25
金
～ 

31
木　
　
　

休　

館

2月 1月 12月

3/
10 ・ 11

展示替により
一部休室

テーマ展

子どもをめぐる美術
―祈りから遊びまで―

1/1 ～2/2

常設展示　“ほんもの”との出会い

3月

戦に備える
―彦根藩の　

　武具管理―

11/27～12/24

テーマ展

 

9
火　
　
　

休　

館

催
し

講
座 

私
の
研
究
最
前
線

2/
2 ～ 4

展示替により一部休室

書斎の美
  ―文房具愛玩―

3/12 ～4/13

テーマ展

雛と雛道具
2/5 ～3/8

特別公開

15 

火　
　
　
　
　

休　

館

19
土

講
座

私
の
研
究
最
前
線　
　
　

　
　

「『
侍
中
由
緒
帳
』
か
ら

                           
み
え
る
世
界
」

13
土

展
示
解
説

書
斎
の
美

  

　

現
在
、
開
催
を
予
定
し
て
い
る
展
示
・
講
座
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、
彦
根
市
や
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

12
月
19
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　
「
侍

さ
む
ら
い

中じ
ゅ
う

由ゆ
い

緒し
ょ

帳ち
ょ
う

」
か
ら
み
え
る
世
界

　
　
　
　
　
　
　

竹
内
光
久
（
当
館
学
芸
員
）

■
会
場　

当
館
講
堂

■
資
料
代　

１
０
０
円

■
定
員　

25
名

■
受
付　

当
日
受
付

　
　
　
　
（
先
着
順
、
講
座
開
始
30
分
前
よ
り

　
　

  　
　

受
付
開
始
）

連
続
講
座 

井
伊
家
近
代
文
書
調
査
の
現
場
か
ら

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

２
月
20
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

第
１
講
「
井
伊
家
近
代
文
書
の
『
発
見
』」

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

　

３
月
６
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

第
２
講「
近
代
井
伊
家
を
と
り
ま
く
人
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　

早
川
駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

■
内
容

　
　

彦
根
城
博
物
館
で
は
、
長
年
に
わ
た
る

　

井
伊
家
近
代
文
書
の
調
査
の
集
大
成
と
し

　

て
、
令
和
３
年
３
月
に
報
告
書
を
刊
行
予

　

定
で
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
調
査
の
経
緯

　

や
史
料
群
の
概
要
、
調
査
成
果
の
一
部
を

　

紹
介
し
ま
す
。

■
会
場　

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
彦
根

　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）

■
資
料
代　

２
０
０
円
（
２
講
分
）

■
定
員　

50
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

■
申
込
方
法

　
　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏

　

名
・
電
話
番
号
を
、
復
信
の
宛
名
面
に
住

　

所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
連
続
講
座
」

　

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
お
１
人

　

様
１
通
）。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
な
お
、
お
申
し

　

込
み
は
２
講
合
わ
せ
て
と
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

12
月
１
日
（
火
）
～
１
月
22
日
（
金
）

　
　

当
日
消
印
有
効

井
伊
家
集
合
写
真

井
伊
家
近
代
文
書　
　
　

「
発
見
」
時
の
状
況

9
土

展
示
解
説

子
ど
も
を
め
ぐ
る
美
術

20
土

連
続
講
座

井
伊
家
近
代
文
書
調
査
の
現
場
か
ら

　
　

「
井
伊
家
近
代
文
書
の
『
発
見
』」

6
土

展
示
解
説

雛
と
雛
道
具

開
館
記
念
日

11
木・祝

6
土

連
続
講
座

井
伊
家
近
代
文
書
調
査
の
現
場
か
ら

　
　

「
近
代
井
伊
家
を

　
　
　
　
　
　
　

と
り
ま
く
人
た
ち
」


